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いちよしSDGs通信VOl.27 『SDGsで注目される企業のご紹介』

EIZO（東証プライム6737）

～業績拡大とCO2大幅削減を同時実現、製品の環境対応力も向上させ、ユーザーの高評価を獲得～

今回取り上げるのはEIZOです。同社は高機能ディスプレーの世界的なメーカーです。業績を伸長させながら、生産活

動で排出するCO2を大幅に削減、製品の環境対応力の向上にも注力しており、ユーザーから高い評価を得ています。

■SDGsにおける課題

地球の温暖化防止の機運が世界的に高まりつつあるなか、企

業に対して調達から最終ユーザーに至るサプライチェーン(供給

網)全体を通じた使用エネルギー量抑制やCO2排出量削減など

環境対策強化へのニーズが強まっています。企業が製品やサー

ビスの調達元の業者を選定する際、品質、価格などが拮抗して

いる場合には、取引業者が生産活動において環境対策に積極

的に取り組んでいるか否か、提供される製品やサービスが自社

の環境対策に貢献するか否か、等が選ばれるか否かの重要ファ

クターとなる可能性が大きくなっていると考えられます。

■EIZOが提供するソリューション

【関連する主なSDGs】

EIZOの営業利益は2019年3月の53.7億円から2021年3月

期の79.4億円に伸長しました。 大幅な業績拡大を実現し

たにも拘わらず、同期間にCO2排出量(注)を5,654トンから

3,506トンに大幅に削減させました。これは、使用電力を再

生可能エネルギー由来のものへシフトさせたこと、照明を

LEDタイプのものへ切り替えたことなどによるものです。

製品の環境対策にも積極的です。外装に再生プラスチッ

クを50%以上使用することなどで、環境中への化学物質の

排出を削減しています。また使用プラスチック量の削減に

も取り組んでいます。製品を軽量化させ、物流効率向上を

通じて輸送時のCO2排出量を削減することが狙いです。

世界トップクラスの性能に加え、これらの環境への取組が、世

界中のユーザーによるEIZO製品への高評価を支えているのです。

環境対策への取組が選ばれるか否かの重要ファクターに

(注)燃料の燃焼など事業者自らによる直接排出(Scope1)と他社から供
給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出(Scope2)の合計値

(出所) 「2021 EIZO統合報告書」を用いていちよしアセットマネジメ
ントが作成

(出所) EIZOのご提供

ウルトラワイド曲面ディスプレー「FlexScan EV3895」
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